
 

全
庁
的
な
ポ
イ
ン
ト
制
度

 　

  

統
一
的
な
制
度
の
構
築
を
目
指
す

中
学
校
給
食
試
行
結
果　

 

全
校
実
施
に
向
け
課
題
を
検
証
子ども文教

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
十
二

月
九
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
六

件
、
陳
情
四
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
全
て
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
教
育
に
関
す
る
大

綱
の
策
定
②
地
方
版
総
合
戦
略

の
策
定
③
全
庁
的
な
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
構
築
に
関
す
る
検
討
状

況
④
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
向
け
た
取
組
⑤
「
藤
沢

市
人
権
施
策
推
進
指
針
」
の
改

定
（
中
間
報
告
）
⑥
「
ふ
じ
さ

わ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０

２
０
」
の
改
定
（
中
間
報
告
）

⑦
長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
関
連
用

地
の
整
備
等
⑧
（
仮
称
）
藤
沢

市
公
文
書
等
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
向
け
た
取
組
（
中

間
報
告
）　　

以
上
八
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
全
庁
的
な
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

構
築
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ

い
て

　

  〈
市
の
説
明
〉

   

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
複

数
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
が
実

施
さ
れ
て
き
た
が
、
個
々
の
事

業
に
お
い
て
参
加
者
が
ふ
え
な

い
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
統
一
的
か
つ
横
断

的
な
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
構
築
に

向
け
て
課
題
整
理
を
行
い
、
来

年
度
の
導
入
を
目
途
に
制
度
設

計
を
進
め
て
い
る
。

   

導
入
案
の
方
向
性
と
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

事
業
者
等
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ（
ワ

オ
ン
）
カ
ー
ド
及
び
ｎ
ａ
ｎ
ａ

ｃ
ｏ
（
ナ
ナ
コ
）
カ
ー
ド
な
ど

と
い
っ
た
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
事
業
者
と
連
携
し
、

藤
沢
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
藤
沢
版
ご
当
地
カ
ー
ド

を
発
行
し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
効
果
や
寄
附
制
度
の
機

能
な
ど
を
持
た
せ
つ
つ
、
多
様

な
ポ
イ
ン
ト
交
換
が
可
能
な
独

自
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
発
展
さ
せ

る
案
を
基
本
に
制
度
の
詳
細
設

計
を
行
う
。

   

ま
た
、
制
度
設
計
に
当
た
り
、

市
民
に
対
す
る
事
業
参
加
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
有
効
性

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広
い

分
野
で
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事

業
を
行
う
な
ど
の
事
業
規
模
の

拡
大
と
統
一
性
、
さ
ら
に
は
、

市
民
視
点
で
の
わ
か
り
や
す
さ

と
利
便
性
な
ど
の
視
点
を
持
っ

て
詳
細
設
計
を
進
め
る
。

   

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
議
会

に
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
関
す
る
補

正
予
算
案
を
上
程
し
、
カ
ー
ド

発
行
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
必
要

な
機
器
等
の
配
置
を
行
う
な
ど
、

　

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
三
件
、
陳
情
一
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て

可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
平
成
二
十
七
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
②
学
校
生
活
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
③
中

学
校
給
食
試
行
結
果　
　

以
上

三
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
中
学
校
給
食
試
行
結
果
に
つ

い
て
　

　　
〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

　

中
学
校
給
食
の
全
校
実
施
に

向
け
た
課
題
検
証
の
た
め
、
平

成
二
十
七
年
十
月
以
降
、
新
た

に
三
校
で
試
行
を
開
始
し
、
そ

の
途
中
経
過
に
つ
い
て
報
告
す

る
。

　

ま
ず
、
配
送
等
に
係
る
時
間

の
検
証
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
「
調
理
後

二
時
間
以
内
に
給
食
す
る
」
と

の
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
調

理
工
場
か
ら
学
校
ま
で
の
配
送

時
間
と
学
校
内
で
の
作
業
時
間

の
合
計
が
二
時
間
以
内
と
な
っ

て
い
る
か
を
明
治
中
学
校
で
検

証
し
た
。

　

検
証
結
果
で
は
、
海
老
名
市

に
あ
る
調
理
工
場
か
ら
明
治
中

学
校
ま
で
の
平
均
配
送
時
間
は

三
十
五
分
程
度
で
、
ま
た
、
学

校
内
で
の
配
膳
作
業
時
間
は
平

均
一
時
間
二
分
で
あ
り
、
全
体

に
要
す
る
時
間
は
平
均
約
一
時

間
三
十
七
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
検
証
結
果
か
ら
、
調
理

工
場
か
ら
の
距
離
が
明
治
中
学

校
と
同
程
度
以
内
の
学
校
に
つ

い
て
は
、
基
準
に
基
づ
い
た
給

食
の
提
供
が
可
能
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

　

次
に
、
大
規
模
校
で
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食
で
は
、

学
級
ご
と
に
配
送
コ
ン
テ
ナ
を

仕
分
け
す
る
作
業
を
行
う
た
め
、

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
二
件
、
陳
情
一
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て

可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
藤
沢
市
耐
震
改
修

在
は
二
十
五
農
園
で
開
設
を
し

て
い
る
が
、
現
行
制
度
の
運
用

開
始
か
ら
今
年
度
で
三
年
が
経

過
し
、
平
成
二
十
五
年
度
に
制

度
移
行
を
し
た
十
二
農
園
の
う

ち
、
契
約
を
解
除
し
た
四
農
園

を
除
く
八
農
園
が
、
初
め
て
の

更
新
を
迎
え
る
。
そ
の
た
め
、

利
用
率
の
改
善
な
ど
の
課
題
解

決
、
日
常
の
運
営
状
況
及
び
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
、
二
十
八
年
度
か
ら
制
度

の
見
直
し
を
図
る
。

　

区
画
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
利
用
者
の
半

数
が
「
適
当
」、
ま
た
、
四
割

が
「
狭
い
」
と
の
結
果
で
あ
る

が
、
一
定
の
区
画
数
を
確
保
し
、

利
用
機
会
を
担
保
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
個
人
利
用
は

二
十
平
方
㍍
で
貸
し
出
す
こ
と

と
し
、
面
積
の
大
き
い
グ
ル
ー

プ
区
画
の
設
定
や
、
空
き
区
画

が
あ
る
場
合
に
二
区
画
目
が
利

用
可
能
な
制
度
と
し
て
い
く
。

　

貸
付
料
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
利
用
者
の
六
割
が

「
高
い
」
と
の
結
果
で
あ
る
が
、

促
進
計
画
（
素
案
）
②
藤
沢
市

市
民
農
園
の
見
直
し　
　

以
上

二
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
藤
沢
市
市
民
農
園
の
見
直
し

に
つ
い
て

    

〈
市
の
説
明
〉

　

市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、
現

全
庁
的
な
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
準
備
を
着

実
に
進
め
、
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

〇
教
育
に
関
す
る
大
綱
の
策
定

に
つ
い
て

     〈
市
の
説
明
〉

　

教
育
に
関
す
る
大
綱
に
つ
い

て
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
総
合
教
育
会
議
で
の
協
議

を
踏
ま
え
て
市
長
が
定
め
る
も

の
で
あ
り
、
大
綱
の
役
割
、
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
中
心
に
、

市
長
と
教
育
委
員
と
の
間
で
検

討
を
進
め
て
き
た
。

   

策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
総
合
教
育
会
議
で
の
協
議

の
中
で
、
既
に
策
定
及
び
実
行

さ
れ
て
い
る
市
政
運
営
の
総
合

指
針
や
藤
沢
市
教
育
振
興
基
本

計
画
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
と

し
、
ま
た
、
学
校
教
育
だ
け
で

な
く
、
生
涯
学
習
及
び
子
育
て

支
援
な
ど
を
含
め
、「
学
び
」

を
視
点
に
市
民
、
地
域
及
び
行

政
が
同
じ
理
念
の
も
と
に
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
も
の

と
し
た
。

   

教
育
に
関
す
る
大
綱
の
素
案

の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
ふ
じ

さ
わ
教
育
大
綱
～
学
び
の
環
・

人
の
和
・
元
気
の
輪
～
」
と
し

た
表
題
と
、
基
本
的
な
理
念
と

方
向
性
に
つ
い
て
示
す
と
と
も

に
、
望
ま
し
い
活
動
や
学
び
の

姿
を
あ
ら
わ
し
た
前
文
及
び
三

つ
の
柱
立
て
と
し
た
本
文
で
構

成
し
た
。

   

ま
た
、
こ
の
大
綱
は
、
教
育

の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
及

び
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
首

総　務

市
民
農
園
の
見
直
し

   

高
齢
者
等
へ
の
減
額
制
度
を
導
入

建設経済

常 任 委 員 会 の 動 き

長
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
行

政
全
体
の
中
で
教
育
行
政
を
考

え
る
と
い
う
総
合
教
育
会
議
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
学
び
を
原
動
力
と

し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
郷

土
愛
あ
ふ
れ
る
藤
沢
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

   

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
年
明
け
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
本
委

員
会
で
の
意
見
も
反
映
し
た
最

終
案
を
平
成
二
十
八
年
二
月
議

会
に
お
い
て
報
告
す
る
。

土
地
の
賃
借
料
や
維
持
管
理
費

を
も
と
に
一
区
画
当
た
り
の
貸

付
料
を
算
出
し
て
お
り
、
現
時

点
で
も
こ
の
前
提
に
変
化
が
な

い
た
め
、
引
き
続
き
受
益
者
負

担
の
原
則
を
堅
持
し
、
現
在
の

一
万
四
千
円
を
継
続
し
て
い
く
。

　

一
方
で
、
貸
付
料
に
か
か
わ

る
新
た
な
制
度
と
し
て
、
健
康

増
進
へ
の
寄
与
な
ど
の
観
点
か

ら
、
議
会
で
の
意
見
等
を
踏
ま

え
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
及

び
障
が
い
者
に
よ
る
利
用
に
つ

い
て
は
、
貸
付
料
を
三
〇
％
減

額
す
る
制
度
を
導
入
す
る
。

　

利
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
利
用
者
の
半
数

が
「
適
当
」、
ま
た
、
四
割
が

「
短
い
」
と
の
結
果
で
あ
る
が
、

公
平
性
の
担
保
と
利
用
機
会
を

ふ
や
す
必
要
性
か
ら
、
引
き
続

き
現
在
の
約
三
年
間
の
貸
付
期

間
を
継
続
し
て
い
く
。

　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
草

刈
り
強
化
へ
の
要
望
が
多
い
こ

と
を
受
け
、
空
き
区
画
や
通
路

な
ど
の
未
利
用
地
に
防
草
シ
ー

ト
を
張
る
こ
と
に
よ
り
、
雑
草

の
防
除
対
策
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
た

巡
回
に
よ
る
利
用
状
況
の
検
証

や
、
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
必
要
な
改
善
に
つ
い
て

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
利
用
率
の

低
い
農
園
に
つ
い
て
は
、
近
隣

に
同
様
の
農
園
が
存
在
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
当
面
は
利
用

率
の
改
善
が
見
込
め
な
い
と
予

測
さ
れ
る
た
め
、
新
規
募
集
の

結
果
を
踏
ま
え
、
緑
の
広
場
等

へ
の
利
用
形
態
の
変
更
も
含
め

た
統
廃
合
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

空
き
区
画
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
広
報
活
動
に
取
り
組
み
、
随

時
募
集
を
行
う
な
ど
、
利
用
状

況
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

　

な
お
、
二
十
七
年
十
二
月
議

会
で
の
審
査
を
踏
ま
え
、
二
十

八
年
一
月
に
更
新
に
向
け
た
新

規
募
集
案
内
を
広
報
ふ
じ
さ
わ

に
掲
載
し
、
二
月
に
募
集
、
三

月
に
抽
選
と
結
果
通
知
を
す
る

ほ
か
、
既
存
区
画
の
耕
う
ん
を

実
施
し
、
四
月
か
ら
新
規
利
用

者
の
利
用
開
始
を
予
定
す
る
。

作
業
時
間
は
、
注
文
の
あ
っ
た

学
級
数
に
よ
り
増
減
す
る
こ
と

か
ら
、
学
級
数
が
市
内
最
大
で

あ
る
六
会
中
学
校
で
検
証
を
行

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
配
膳
員
を

二
人
か
ら
三
人
に
増
員
し
て
対

応
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
業
時

間
を
短
縮
で
き
、
大
規
模
校
に

お
い
て
も
対
応
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

最
後
に
、
配
膳
作
業
場
所
の

確
保
方
法
を
第
一
中
学
校
で
検

証
し
た
。
施
設
の
構
造
上
、
配

膳
室
の
整
備
が
困
難
で
あ
る
学

校
に
お
い
て
も
、
搬
入
場
所
と

配
膳
場
所
を
分
け
る
こ
と
で
作

業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
検
証
結
果
か
ら
、
現

在
の
調
理
工
場
か
ら
最
も
距
離

が
あ
り
、
配
送
時
間
を
一
時
間

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
湘
洋
中

学
校
に
お
い
て
も
、
配
膳
員
を

増
員
す
れ
ば
配
膳
作
業
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
二
時
間
以
内
の
給

食
提
供
は
可
能
で
あ
り
、
全
校

実
施
に
向
け
た
課
題
解
決
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
課
題
と
し
て
は
、

喫
食
率
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ

り
、
喫
食
率
の
低
下
は
調
理
業

者
の
撤
退
と
い
っ
た
事
態
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
喫
食
率
の
維

持
、
向
上
策
を
検
討
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
試
食
会
の
実
施

や
年
間
予
約
の
導
入
な
ど
を
検

討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
一
月
に
今
回
給
食
を

開
始
し
た
三
校
の
生
徒
及
び
保

護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
二
月
議
会
で
全
校
実
施
に
向
け
た
実

施
計
画
案
を
報
告
す
る
。

さまざまなポイントカードの統一化により、利便性の向上を目指す

配膳員を増員して作業時間を短縮する＝六会中学校
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